
◆◆７月・８月の主な行事予定◆◆ 
７月 

１日(月)  個人懇談 １時 20分ごろ下校 

２日(火)  個人懇談 １時 20分ごろ下校 

３日(水)  個人懇談 １時 20分ごろ下校 

      児童集会 

４日(木)  個人懇談 １時 20分ごろ下校 

５日(金)  個人懇談（予備日）（１～３年５時間授業 ４～６年６時間授業） 

９日(火)  ２年水泳ゲストティーチャー（救命胴衣着用泳） 

10日(水) 研究授業「理科自由進度学習」（６年１組）  

 諸費引落日 

16日(火) 給食終了 ６年犯罪被害防止教室 

17日(火) ４時間授業 12時 10分ごろ下校 

18日(水) ４時間授業 12時 10分ごろ下校 

19日(金) 終業式 11時 30分ごろ下校 

     学校運営協議会 

(コミュニティ・スクール研修) 
 

７月 20日～８月 25日 夏休み 

７月 27日(土) 速見校区ふれあい祭 

８月 10日～16日   学校閉庁日 
 

８月 

26日(月) 始業式 12時 10分ごろ下校 

      学校保健委員会 

27日(火) ４時間授業 12時 10分ごろ下校 

28日(水) ４時間授業 12時 10分ごろ下校 

29日(木) 給食開始  

７月校庭開放 

６日(土) 全日 

13日(土) 全日 

20日(土) 全日 

27日(土) ＡＭ 
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家庭数 

楽しかった！5年生林間学校 ５月 28～29日 
５年生が林間学校に行ってきました。行き先は京都府南丹市

にある「るり渓少年自然の家」です。 

一日目、大雨の予報だったため出発さえ危ぶまれましたが、

道中に危険な所もなく無事に宿舎に到着しました。到着後はレ

クリエーションをしてからお弁当を食べ、予定通り野外炊飯を

しました。はだ寒く雨が降りしきる中でのカレー作りでした

が、学校で事前に学んだ手順を思い出しながらグループで協力

して調理し、おいしいカレーができあがりました。鍋や調理器

具もぴかぴかになるまで磨き、施設の方からは「きれいに洗っ

てくれて本当にありがとうございます」とお礼の言葉をいただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜はキャンドルサービスを行い、全員が円になってロウソク

の火を囲み、ファイヤー係を中心に歌や円盤体操やダンスなど

で大いに盛り上がりました。 

二日目、雨があがりました。クイズラリーは、ぬかるみや水

たまりがあったのでコースを一部変更して実施しました。出発

時点では曇り空だったお天気もだんだんよくなってきてすっ

かり青空になりました。そんな中、山に登って自然を満喫する

ことができました。どの班も全員そろってゴールすることがで

きました。 

５年生の、みんなで協力し合う姿勢はすばらしかったです。

自分たちで考え、判断し、自主的に行動することの大切さを全

ての活動の中で学べた二日間になりました。 

 

自由進度学習にチャレンジ 
今年度の学校教育目標のひとつ、「全ての子どもたちの可能性を

引き出す『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」

に向けて、６月中旬～７月中旬にかけて「自由進度学習」にチャ

レンジしています。 

先生方は研修を重ね、試行錯誤しながら授業づくりに取り組ん

でいます。子どもたちからは「自分で決める授業面白い！好き！」

の声が聞かれます。自由進度学習も「自分から」がポイントです。 
 

自由進度学習とは？（「自由進度学習はじめの１歩」より） 

教科書の内容の一部で授業の「進度」を子ども一人ひとりに任せ、

各自が自分に最適だと考える学習計画を考え、教科書やパソコンで

調べたり、先生や友達と相談しながら、自分の判断と責任で「自由」

に学習していく授業。「自分から学ぶ力」「自分から考える力」「自

分から調整する力」「自分から工夫する力」「自分から振りかえる力」

などの主体性を伸ばすことをねらいとしています。 

 

自分から 笑顔で 元気に 児童集会より 
 「自分から 笑顔で 元気に」この言葉は、速見小学校がずっ

と大切にしている「あいさつ」のことです。玄関の大きな垂れ幕

に書いてあります。 

ところで、「あいさつをしても返してもらえなかったら恥ずか

しいな」と心配になることはありませんか。「恥ずかしいから、

先にしなくても良いんじゃないかな？」と考えてしまうのは、み

んな一緒です。 

しかし、考えてみましょう。「相手からあいさつをしてもらっ

たら返そう」と思っている人と、同じように「相手からしてもら

ったら自分もあいさつをしよう」と思っている人が出会ったらど

うなるでしょう？その二人の間にあいさつは生まれません。お互

いにすれ違うだけで、話をすることも無いでしょう。 

だからこそ、自分からあいさつをするということは、「無視を

される可能性があるけれど自分から相手に話しかける」ことなの

で、なかなか勇気のいることだと思います。 

でも、中にはいつも自然と自分からあいさ 

つができる人もいます。そのような人は、自 

分から行動することが、自然と身についてい 

る人だと思います。この「自分から行動する 

勇気、挑戦する気持ち」というのがとても大 

切です。 

友だちができたり、勉強ができるようになったり、スポーツが

できるようになったりするのも実は同じことで、毎日ちょっとず

つの挑戦をしたり、少しの勇気を出すことの積み重ねです。 

「自分からあいさつをする」というのは、挑戦や勇気の第一歩

です。そして、それを繰り返すことで自然に本当の勇気が身に付

いていくのだと思います。 

校長先生は、皆さんならそんな勇気をもつ人になれると信じて

います。 

  

 

  

  

  


